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知
立
神
社
の
祭
礼
で
あ
る
「
知
立
ま
つ

り
」
は
、
1
年
お
き
に
本
祭
と
間
祭
が
5
月

2
、
3
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
山
車
の
上
で
の

文
楽
、
か
ら
く
り
人
形
芝
居
の
上
演
は
、
江

戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

　
本
祭
は
、
山
町
・
中
新
町
・
本
町
・
宝

町
・
西
町
の
5
つ
の
地
区
か
ら
、
高
さ
7

メ
ー
ト
ル
、
重
さ
5
ト
ン
の
5
台
の
山
車
が

繰
り
出
さ
れ
ま
す
。
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
巡

行
す
る
さ
ま
は
大
変
優
雅
で
す
。
さ
ら
に
、

山
車
の
上
で
奉
納
上
演
さ
れ
る
人
形
浄
瑠
璃

芝
居
の
山
車
文
楽
と
か
ら
く
り
は
、
と
も
に

江
戸
時
代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
郷
土
芸
能

で
す
。
か
つ
て
は
、
山
車
の
上
段
で
か
ら
く

り
を
、
下
段
で
文
楽
を
上
演
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
西
町
だ
け
が
か
ら
く
り
を
、
他

の
4
町
が
文
楽
を
上
演
し
て
い
ま
す
。

　
4
月
は
じ
め
に
各
町
で
、
宿
開
き
が
行
わ

れ
、
梶
棒
連
、
囃
子
連
、
人
形
連
（
西
町
は

唐
繰
連
）
が
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
約
1
か

月
の
準
備
・
練
習
を
行
い
ま
す
。
町
内
で
の

稽
古
上
げ
で
、
囃
子
や
人
形
の
練
習
成
果
が

披
露
さ
れ
、
祭
り
を
迎
え
ま
す
。
当
日
は
、

各
町
内
の
山
車
蔵
か
ら
山
車
が
出
発
し
、
町

内
を
運
行
し
な
が
ら
旧
東
海
道
に
勢
ぞ
ろ
い

し
ま
す
。
5
町
が
順
に
知
立
神
社
へ
の
宮
入

り
を
行
い
、
そ
の
後
、
順
番
に
境
内
で
文
楽

や
か
ら
く
り
を
上
演
を
し
ま
す
。

　
間
祭
は
、
5
町
か
ら
勇
壮
華
麗
な
5
台
の

花
車
が
繰
り
出
さ
れ
ま
す
。
若
衆
が
中
心
に

行
い
、
山
車
文
楽
と
か
ら
く
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
祭
の
山
車
の
構
造
は
2
層
で
、
車
輪

は
内
輪
で
松
の
大
木
を
輪
切
り
に
し
た
も
の

で
す
。
形
態
は
知
多
地
域
の
山
車
に
似
て
い

ま
す
が
、
彫
刻
に
金
ぱ
く
を
施
し
、
き
ら
び

や
か
で
す
。
梶
棒
が
後
方
だ
け
に
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。
　

　
太
平
洋
戦
争
後
に
再
開
さ
れ
た
山
車
文

楽
・
山
車
か
ら
く
り
は
、
こ
の
70
年
余
り
の

間
で
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
に
現
在
を
迎
え
て
い
る
か

を
見
て
い
き
ま
す
。

　
1
9
4
8
年
に
山
車
奉
納
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
高
度
成
長
期
を
迎
え
、
祭

り
を
担
う
町
民
の
多
く
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

な
り
、
レ
ジ
ャ
ー
が
多
様
化
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
祭
り
に
か
か
わ
る
者
も
次
第
に
減

り
、
特
に
人
形
遣
い
の
後
継
者
が
目
に
見
え

て
減
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
祭
り
を

文
化
財
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
で
、
そ
の
存

続
を
図
ろ
う
と
す
る
町
の
動
き
が
出
て
き
ま

し
た
。
1
9
5
6
年
に
、
山
町
・
中
新
町
の

人
形
浄
瑠
璃
が
、「
知
立
の
山
車
文
楽
」
と

し
て
県
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
町
の
か
ら
く
り
が
1
9
6
4
年
に

知
立
町
の
文
化
財
に
、
そ
し
て
、
1
9
6
7

年
に
は
県
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
祭
で
の
山
車
文
楽
の
奉
納
に
つ
い
て
は
、

1
9
6
4
年
か
ら
、
後
継
者
不
足
が
顕
著
と

な
り
、
山
町
と
中
新
町
で
は
、
町
単
独
で
人

形
を
操
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
合
同
で
行
う
こ
と
で
、
何
と
か
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
形
の
合
同

公
演
は
1
9
7
4
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
若
衆
中
心
の
間
祭
も
花
車
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
祭
り
が
衰
退
す
る
と
考
え

た
関
係
者
は
、
間
祭
に
花
車
を
復
活
さ
せ
た

い
と
い
う
若
衆
の
思
い
を
受
け
、
祭
を
取
り

仕
切
る
祭
惣
代
の
寄
合
で
あ
る
五
ケ
町
寄
り

に
働
き
か
け
、
祭
惣
代
の
承
諾
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
1
9
7
5
年
、
若

衆
を
中
心
と
す
る
間
祭
は
復
活
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
年
、
祭
り
の
人
形
遣
い
の
後
継
者

不
足
で
悩
ん
で
い
た
山
町
の
知
立
山
車
文
楽

保
存
会
長
の
神
谷
定
一
氏
は
、
山
町
の
青
年

の
集
ま
り
の
「
青
友
会
」
に
声
を
か
け
、
山

車
文
楽
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
知
立
山
車
文

楽
保
存
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
山
車

文
楽
の
上
演
の
中
心
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
、
1
9
7
7
年
に

は
、
全
国
で
31
件
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置

を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
の
う
ち

の
一
つ
に
、
知
立
山
車
文
楽
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
後
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
祭
礼
保
存
の
機
運

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

1
9
9
0
年
に
は
、
山
車
文
楽
保
存
会
と

か
ら
く
り
保
存
会
が
ま
と
ま
り
、
知
立
の
山

車
文
楽
と
か
ら
く
り
が
一
体
と
な
っ
て
、
国

指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
1
9
9
2
年
6
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
た
世
界
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
92
第
16
回
ウ
ニ
マ
大
会
に
か
ら
く
り
・
文

楽
保
存
会
よ
り
総
勢
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
知
立
の
山
車
文
楽
と
か
ら

く
り
の
名
声
が
高
ま
る
中
、
人
形
の
後
継
者

育
成
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
だ
け
で
は
難
し
い
、

と
強
く
感
じ
た
山
車
文
楽
・
か
ら
く
り
保
存

会
は
、
市
か
ら
の
予
算
の
交
付
を
受
け
て
、

後
継
者
育
成
を
始
め
ま
し
た
。
1
9
9
2
年

に
は
、「
知
立
市
義
太
夫
会
」
を
発
足
さ
せ
、

豊
澤
千
賀
龍
師
匠
の
指
導
の
も
と
、
稲
垣
春

喜
さ
ん
ら
の
協
力
を
仰
ぎ
、
地
元
の
大
夫
育

成
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
竜
北
中
学
校
に
は

山
車
文
楽
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
ま
し
た
。

2
0
0
0
年
に
は
、
知
立
市
文
化
会
館
が

開
館
し
ま
し
た
。
同
年
10
月
に
は
、
シ
ア

タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
が
開
講
し
、
人
形
遣
い
・
語

り
・
三
味
線
の
稽
古
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
講
座
文
楽
・
人
形
遣
い
」の
講
師
は
、
吉
田

清
之
助
（
現
在
の
豊
松
清
十
郎
）
氏
で
し
た
。

本
来
は
、
各
町
内
で
育
成
す
べ
き
人
形
師
・

三
味
線
、
義
太
夫
等
を
シ
ア
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ

で
育
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
人
形
遣
い
に
関
係
す
る
後
継
者
の
育
成

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
枠
を
こ
え
て
始
ま
り

ま
し
た
。

1
9
9
6
年
に
は
、
知
立
山
車
連
合
保
存

会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、「
全
国
山
・
鉾
・
屋

台
保
存
連
合
会
」
に
加
盟
し
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
に
は
「
全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保

存
連
合
会
知
立
大
会
」
の
総
会
・
研
修
会
が
、

知
立
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
2
0
1
6
年
、
知
立
ま
つ
り
の
山

車
文
楽
・
か
ら
く
り
が
、
山
・
鉾
・
屋
台
等

と
呼
ば
れ
る
山
車
が
巡
行
す
る
全
国
33
か
所

の
祭
と
と
も
に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
祭
礼
時
に
は
、
登
録

以
前
に
も
増
し
て
観
光
客
が
増
え
、
山
車
文

楽
・
山
車
か
ら
く
り
の
人
形
上
演
が
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
2
0
2
0
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
思
う
よ
う
に
人
形
公
演
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
も
各
町
の
祭
り
関
係
者
は
、
2
0
2
1

年
以
降
も
文
楽
・
か
ら
く
り
の
稽
古
を
地
道

に
続
け
て
き
ま
し
た
。
市
内
で
の
人
形
上
演

を
披
露
す
る
機
会
を
設
け
、
そ
の
技
術
を
途

絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
継
承
し
続
け
て
き

ま
し
た
。

来
る
5
月
に
は
、
6
年
ぶ
り
に
本
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。
伝
統
的
な
知
立
ま
つ
り
が
続
い

て
き
た
の
は
、
祭
り
関
係
者
の
永
続
的
な
努

力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

戦
後
の
山
車
文
楽
・
か
ら
く
り

知
立
ま
つ
り

ほ
ん
ま
つ
りだ

　
し

あ
い
ま
つ
り

か
ら
く
り
れ
ん
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知
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ユ
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知
立
5
町
が
江
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か
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引
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で
き
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人
形
浄
瑠
璃
芝
居
が
、
今
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5
月
、
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ぶ
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に
再
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。
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7
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台
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繰
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ま
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囃
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現
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で
は
、
西
町
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を
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他
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4
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が
文
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を
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演
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て
い
ま
す
。

4
月
は
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各
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俗
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
祭
で
の
山
車
文
楽
の
奉
納
に
つ
い
て
は
、

1
9
6
4
年
か
ら
、
後
継
者
不
足
が
顕
著
と

な
り
、
山
町
と
中
新
町
で
は
、
町
単
独
で
人

形
を
操
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
合
同
で
行
う
こ
と
で
、
何
と
か
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
形
の
合
同

公
演
は
1
9
7
4
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
若
衆
中
心
の
間
祭
も
花
車
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
祭
り
が
衰
退
す
る
と
考
え

た
関
係
者
は
、
間
祭
に
花
車
を
復
活
さ
せ
た

い
と
い
う
若
衆
の
思
い
を
受
け
、
祭
を
取
り

仕
切
る
祭
惣
代
の
寄
合
で
あ
る
五
ケ
町
寄
り

に
働
き
か
け
、
祭
惣
代
の
承
諾
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
1
9
7
5
年
、
若

衆
を
中
心
と
す
る
間
祭
は
復
活
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
年
、
祭
り
の
人
形
遣
い
の
後
継
者

不
足
で
悩
ん
で
い
た
山
町
の
知
立
山
車
文
楽

保
存
会
長
の
神
谷
定
一
氏
は
、
山
町
の
青
年

の
集
ま
り
の
「
青
友
会
」
に
声
を
か
け
、
山

車
文
楽
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
知
立
山
車
文

楽
保
存
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
山
車

文
楽
の
上
演
の
中
心
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
、
1
9
7
7
年
に

は
、
全
国
で
31
件
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置

を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
の
う
ち

の
一
つ
に
、
知
立
山
車
文
楽
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
後
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
祭
礼
保
存
の
機
運

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
1
9
9
0
年
に
は
、
山
車
文
楽
保
存
会
と

か
ら
く
り
保
存
会
が
ま
と
ま
り
、
知
立
の
山

車
文
楽
と
か
ら
く
り
が
一
体
と
な
っ
て
、
国

指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
1
9
9
2
年
6
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
た
世
界
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
92
第
16
回
ウ
ニ
マ
大
会
に
か
ら
く
り
・
文

楽
保
存
会
よ
り
総
勢
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
知
立
の
山
車
文
楽
と
か
ら

く
り
の
名
声
が
高
ま
る
中
、
人
形
の
後
継
者

育
成
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
だ
け
で
は
難
し
い
、

と
強
く
感
じ
た
山
車
文
楽
・
か
ら
く
り
保
存

会
は
、
市
か
ら
の
予
算
の
交
付
を
受
け
て
、

後
継
者
育
成
を
始
め
ま
し
た
。
1
9
9
2
年

に
は
、「
知
立
市
義
太
夫
会
」
を
発
足
さ
せ
、

豊
澤
千
賀
龍
師
匠
の
指
導
の
も
と
、
稲
垣
春

喜
さ
ん
ら
の
協
力
を
仰
ぎ
、
地
元
の
大
夫
育

成
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
竜
北
中
学
校
に
は

山
車
文
楽
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
2
0
0
0
年
に
は
、
知
立
市
文
化
会
館
が

開
館
し
ま
し
た
。
同
年
10
月
に
は
、
シ
ア

タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
が
開
講
し
、
人
形
遣
い
・
語

り
・
三
味
線
の
稽
古
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
講
座
文
楽
・
人
形
遣
い
」の
講
師
は
、
吉
田

清
之
助
（
現
在
の
豊
松
清
十
郎
）
氏
で
し
た
。

本
来
は
、
各
町
内
で
育
成
す
べ
き
人
形
師
・

三
味
線
、
義
太
夫
等
を
シ
ア
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ

で
育
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
人
形
遣
い
に
関
係
す
る
後
継
者
の
育
成

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
枠
を
こ
え
て
始
ま
り

ま
し
た
。

　
1
9
9
6
年
に
は
、
知
立
山
車
連
合
保
存

会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、「
全
国
山
・
鉾
・
屋

台
保
存
連
合
会
」
に
加
盟
し
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
に
は
「
全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保

存
連
合
会
知
立
大
会
」
の
総
会
・
研
修
会
が
、

知
立
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
2
0
1
6
年
、
知
立
ま
つ
り
の
山

車
文
楽
・
か
ら
く
り
が
、
山
・
鉾
・
屋
台
等

と
呼
ば
れ
る
山
車
が
巡
行
す
る
全
国
33
か
所

の
祭
と
と
も
に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
祭
礼
時
に
は
、
登
録

以
前
に
も
増
し
て
観
光
客
が
増
え
、
山
車
文

楽
・
山
車
か
ら
く
り
の
人
形
上
演
が
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
、
2
0
2
0
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
思
う
よ
う
に
人
形
公
演
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
も
各
町
の
祭
り
関
係
者
は
、
2
0
2
1

年
以
降
も
文
楽
・
か
ら
く
り
の
稽
古
を
地
道

に
続
け
て
き
ま
し
た
。
市
内
で
の
人
形
上
演

を
披
露
す
る
機
会
を
設
け
、
そ
の
技
術
を
途

絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
継
承
し
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
来
る
5
月
に
は
、
6
年
ぶ
り
に
本
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。
伝
統
的
な
知
立
ま
つ
り
が
続
い

て
き
た
の
は
、
祭
り
関
係
者
の
永
続
的
な
努

力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

危
機
を
乗
り
越
え

　
　
　ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ

お
わ
り
に【

写
真
提
供
】
知
立
市
歴
史
民
俗
資
料
館

水
野
　
雅
之
氏


